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【平成２５年度実施内容】

・小売商業振興対策促進利子補給補助金

　中小小売業者及び商業関係組合に対し、愛知県の小規模企業等振興融資のうち設備に

係る融資を受けたものに対して、利子の一部を補助した。　790千円

・商業団体等補助金

　商店街の活性化を図るために、商業団体等が実施する事業や街路灯の撤去、修繕に補

助をした。　6,937千円

商工振興課

商工労政係

3

小牧市商業団体等事業費補助金交付要綱、小牧市小売商業振興対策促進利子補給補助

金交付要綱
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平成３０年度以降

商工業

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

既存商工業の経営を支援します

1

平成１２年度以前

産業・交流

7

～

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

中小小売業者及び商業団体に対し、環境の変化や近代化に対応するための設備投資や商

業団体活動に係る費用の一部を補助し、小売商業の活性化を促進する。

内容

（手段）
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助をした。　6,937千円

【平成２５年度その他直接経費の内訳】

普通旅費（7千円）、消耗品費（143千円）

【平成２６年度直接経費の内訳】

普通旅費（24千円）、消耗品費（180千円）、商業団体等補助金（6,800千円）、小売商業振興

対策促進利子補給補助金（1,500千円）
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達成状況

・小売商業振興対策促進利子補給事業や商業団体等補助事業を実施し、小売商業

の活性化推進に努めた。
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る課題

・商業団体は構成員の高齢化や団体加入者の減少により、弱体化が進んでおり、街

路灯の管理のみを団体活動として行っているところが半数を占めている。また、年々

商業団体の解散も進んでいる。
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方向性の判定

判　定　理　由

維　持

方向性の判定

・小売商業者、商業団体が直面する課題に対応するような支援策について検討する。
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２７年度以降

の改善案

・小売商業者、商業団体が直面する課題に対応するような支援策について、平成２６

年度の検討結果、有効な方策があれば実施する。

実実実実
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・昨今の経済情勢から、小売商業者を取り巻く状況は依然厳しく、地域商業者の支援

のため補助事業は必要である。

判定理由

・小売商業者及び商業団体の衰退が更に加速することが予測される。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２６年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


